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ラホーノレの春

一帯{こ代えて

会長太田時男

すぐる 3月 18日から 3月 22日まで予パキスタンは第二の都市ラホールで，アメリカ@パキ

スタン合同シンポジウムとして「再生可能エネルギ-Jがテーマに採上げられ，開催されたQ

これは，ソ連のアフガニスタン侵攻に対抗し 9 アメリカ政府がパキスタン援助の一環として企

画したもので，費用は主にアメリカ政府が負担し7ふノ4キスタン，インド，パングラデイシュ，

スリランカ，イラン，中国，ギリシャ p トノレコ，ノしーレン，サウジアラビアなどの近隣諸国のみ

ならず，ギアナ，ベルー，パプアニューギニア，マレーシア，ナイジエリア p チリー，エヂフト，

南アなどの途上国 30ケ固からも 50 0余名の人が集った。講師陣とワークショップのリーダー

はアメリカ，パキスタン，カナダ(1名)，オーストラリア(1名)，エヂ‘プト(1名).日本

(筆者名)など計 20名で，その旅費，滞在費，日当はすべてアメリカ政府によって賄われ

た。

カラチには，ともかく，ラホールにはお智11じみの方は少ないと思うし，いらいろな意味で難し

い国際状勢や国内経済の渦中にあるパキスタンに 7日間滞在し，郊外の寒村などもつぶさに見て

きたので，そのあらましを書きとどめておきたい。

ラホールへはデ}リー経由で行ったが，デーリーからはブォカ-2 7というドイツ製40人乗

りのプロペラ双発機が使われているが，これはきわめて，安定した飛行をしていた。ラホールは

人口 300万人ほどの大都会で， 3月の気候は温暖である。毎日，日の出とともに始まるコーラ

ンの祈りが街中にひびきわたり，目が覚める。主会場になったラホーノレ・ヒルトンは先進屈のホ

テルとは何等変ったところがないが，食事は日本人には合わなL、。鶏と魚、が主で，衛生状態への

配慮からか，クッキングのしすぎで味気なし. 3日目には全く食欲をなくした。また，毎夜，デ

ナーの招待を受けたが，おいしいと思ったのは21臼夜のトルコ公使招待の夕食くらいのもので

あった。街へでると中国料理の庖が幾つもあるが 9 それも 2，3回て也きるとしづ調子で，何時

もながら s 日本の食事の素晴らしさを思う O

講義とワーグショップは，エネルギー教育 p ルーラルエネルギーシステム，パイオマス，水力ラ

地熱，太陽エネルギー，それに，特別に 2次系としての水素エネルギーシステムが加えられ，

筆者はIAHE代表として，水素エネルギーとエネノレギ一教育を受持った。講義でほ金属水素化

物利用のエネルギー貯蔵とその農業への応用を中心に 1時間の話しをしたが，スライドがスムー

スに動かず，予定の原稿をはなれて，フりースピーチで 1時間の役劃を終えた。しかし，質問に

は的を得たものが多く，何とか実質的に，責任を果せたと自負している。



先進国での会議と相異するところは，第1にスライドやOHPの装備2 整備が不十分なこと，

第 2にパングチュアルでないこと，第 3に「おしゃべり」が多すぎることである。

時間の観念が，実に， ¥， 、L、かげんなことは， 2 0のモーニングセッションで，筆者が座長をつ

とめ，テキ叶スのポックリス教授とマイアミのベゼログルー教授が講義することになっていたが

定刻心集ったのは，この 3人の他に，イタリー，カナダ，アメリカからの数人だけ，しかも，み

んな講師招待者ばかりで肝じんの受講者が集り終えるまで 1時間なかかっただらうか。

講演者によっては発表の初めに神に祈る光景も 9 しばしば，であっt':'5

パキスタンの人々は日本人とみると，ひどく，親しげに寄ってきて，話かける。中には共同研

究，留・芋，学位の世話を申し込む人も幾人かし、て困惑した。

1 8日の午前はPCSIR(パキスタン科学・技術庁)が筆者等の講師陣を観光に招待したがお

決まりのコースだけだったので，これを不満に思し¥21日には韓国鮮文大学設立準備委員長の

伊社元博土とともにタグシーを借り切って郊外の寒村やインドとの国境を見であるいた。児童 34

人，教師 7人というある小学校は 20畳ほどの小屋に黒板 1枚と L、ぅ，江戸時代の寺小屋よりも

ひどい教室であった。

7， 0 0 0万人の中， 1，0 0 0万人が人間らしい生活を送っているといわれ，多くの人は，土と

練瓦作りの家屋でゴーパーと同居する。衛生上の必要性から，食事は必ず熱を通したものをとる。

エネルギーは生きるためのミニマムな要求なのである Q このエネルギーはゴーバーの糞を壁に貼

って乾して賄う。動物と人間の一線は，まさに，エネルギー(熱)であることを目前に見たもの

である。

考えてみれば，わが国でも，江戸以前の昔は似た状、況にあったと言えよう。それが，どうして，

ここまでこられたのであろうか。答は，やはり，科学・技術ということではなかろうか。伊博士

は日本の京大(物理)出身の韓国のトップクラスの方であるが，かつて，アメリカの国務省が韓

国を指導していた大戦直後の時代に， r韓国の工業はパキスタンに見倣え」と言L、，実際に，パ

キスタンを訪れて学んだものだという。いま，韓国の工業の隆盛を思い，伊博士は感きわまって，

つくづく，教育の重要さを思うと語ってい7占

オイルショックの時は非産油途上国の悲惨さが言われた。しかし，やがて， 0 P ECが援助を

決定し，実行してきたため，途上国は一息ついていたし，それが，当り前になっていた。しかし，

この 3月， 0 P ECの原油値下げが正式に決定するとともに，これらの援助も打切られることに

なったので‘ある。ラホール滞在中，パキスタン・タイムズはこれを大きく報道していた。

本当の意味での平和は，なかなか，こないようだ，とつくづく思った次第で・ある。
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